
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

近代 日本の 男子学生 と
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「男色」
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1．はじめに

　本研究で は 、近 代 日本 の 男子学生 の 間に見 ら

れる 「男色」 と呼 ばれ る同性間 の 関係 につ い て

検証する 。 近 年 、 わ が国にお い て もセ ク シ ュ ア

リテ ィ に関す る歴史社 会学的な研 究は漸 く進

め られ っ っ あるが、近代 日本にお け る 「男色」

や 「同性愛」 に 関す る実証 的な研 究は依然 と し

て少ない の が 現状で あ る 。 例えば本研 究の 対象

で あ る 「近代 日本の 男色 ・同性愛」をテ
ー

マ と

し、歴史社会学的な視点 と方法 を用 い た先行研

究と して は、わが 国で は 古川誠の 諸研究が挙 げ

られる。だが古川 の 研 究には 、 学生 同 士 の 男色

と成人男性 に よ る男色 とが 混同 し て 論 じ られ

て い るな ど、疑問点 ・問題点 も少なくない
。 古

川 ら の 先行研 究 を踏ま えた 上 で 、近代 日本 の

「男色」 「同性愛」 に関 して 新た な知 見を もた

らす研 究が求 め られて い ると言え る。

　近代 日本の 男色 に関 して は 『当世書生気質』

や 『ヰ タ ・セ ク ス ア リス 』等の 文 学作品か ら、
「近代 日本で は 男色 は珍 しくなか っ た」 「硬 派

は男色 、 軟派は女色 と色分けされて い た」 とい

っ た単純な構図が描かれがちで ある 。 だが 、 実

際に は近 世後期か ら既 に男色 を否定的に 捉 え

る価値観は 強 まっ て お り、開国後 の 明治期知識

人 の 問 で は 、成人 男性 の 男 色を排除す る規範が

共有 されて い た。明治期 の 男子 学生に よる男色

とは 、 そ う した価値観 ・規範の 中 、
「半人前」

で あ る学生 の み に許 されて い た性 の あ り方だ

っ た と言 える で あ ろ う。

　本研究で は こ うし た男子学生間の 「男色」 を

特に 「学生男色」 と名 付 け 、 そ の イ メ
ー

ジや実

態に つ い て 、1900 年代にお ける展開 と変質を

中心に検証す る。

2．前史 ：「学生風 紀問題」以前

　 「学生風紀問題」 が メデ ィ ア に多 く取 り上 げ

られ る時期以 前は 「学生男色 」 に関す る言 説が

非常に少 な く、そ の 実態は不明な点 も多い。だ

が 、『当世書生気質』『ヰ タ ・セ ク ス ア リス 』な

どに 見 られ る当時 の 男子学生 の 描写 や、1880

年代以降活発 になる 『賤の お だまき』な ど男色

を題材 と した文 学作品 の 流行な どか ら、当時の

一
部の 学生（硬派学生〉の 間に、男色を理想視す

る価値観が存在 して い た こ とは間違 い な い
。 こ

うした 男色 の 理 想視は、対等な男子 学生同士 の

親密な関係 と し て 男色 を捉え る と い う 「（二 人

の 〉関係」 と して の 男色イ メ ージ に よ っ て 支 え

られて い た と考 えられる。

一
　渋 谷知 美は 『教育時論』誌 の 分析か ら、「学

生風紀 問題」 をテ ーマ とした記事が 1900年前

後 に急増す る こ とを指摘 し て い る 。 実際、新

聞 ・雑誌 な どに よ っ て 、学生 の 「堕落」 が 問題

と し て 大 き く取 り上 げ られ る よ うに な っ た の

が こ の 時期で あ っ た 。 そ し て 「学生風紀 問題」

記事増加 の 当初か ら、 堕落学生 らに よ る年少 の

少 年 へ の 性的暴行の 記事は頻 出 して い た。

　 こ の 時期 の 『萬朝報』な ど新聞各紙 の 記事を

分析す ると、堕落学生 の 男色に 関する報道 の 大

きな特徴 として、「女色 を避 け男色 を尊ぶ硬派

の 論理 を牽強付会の 説 と して 斥け、男色を女色

よ り
一

層酷 い 悪習 として批判す る 」 「女色 と男

色 とを並列 し、両者ともを欲求か ら来 る 非道行

為 として扱 う」 「学生男色 を 『二人 の 男子 学生

の 関係』で はな く 『
一

人の 年上側の 男子学生が

行 う（堕落／犯罪）行為』 と見なす」 とい う三 点

が挙 げ られ る 。 こ うし た 報道の 結果、学生男色

を 「堕落学生（年上側）の 欲求 によ る 、

一方的な

非道行為」 と捉え る見方は 、その 後広 く定着す

るこ ととな っ た。こ の よ うな新たな男色イ メ
ー

ジ の 成立は、二 人 の 対等な男性 同士 の 男色関係

を
一

種の 理想 とする、硬派 学生 た ちに 共有 され

て い た 男色イ メ
ージに 大 きな 打撃 を与 えた と

考え られ よ う。

4 ．女 学生 の登場

　 1899 年 の 高等女学校令公布 に伴い
、 20 世 紀

に入 る と高等女学校 の 学校数 ・生徒数は急増す

る。また 『魔風恋風』『青春』な どの 新聞連載

小 説に も、ヒ ロ イ ン と して 女学生 が新た に登場

す るよ うになる。本 田和子 が指摘す る通 り、明

治 30 年代は独特 の 陰影 に隈 ど られた 「女学生

なるもの 」 が誕生 した時期で あ っ た。

　そ して こ の 女学生 の 登場は 、男子学生 の 恋愛

観 に も大 きな変更を迫 るもの とな っ た、日露戦

争終了後 の 1906 年 、 雑誌 『中学世界』誌上 に

おい て突如、それ まで殆ん ど掲載 されなか っ た
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「男女交際」や 「恋愛」 をテ ーマ に した記事や

評論 が噴出す る。 そ して こ こ で語 られ る、男子

学生 の 「男女交際」 及び 「恋愛1 の相手は 、 従

来 の よ うな芸 娼 妓や女中や料理屋 な どの 女性

で はな く、こ の 時期急増 し、
一

躍時代の ヒ ロ イ

ン とな っ た女学生で あっ た。

　また こ うした言説 にお い て は、教育を受 けた

女学生 が恋愛対 象 として 登場 した こ とを受け、

男子学生 と女学生 の 恋愛は将来 の 結婚や 「家

庭 」 の 形成、或 い は次世代再生産 まで をも視野

に 入 れ た もの （入 れ るべ き も の ）と し て 認 識 さ

れ るよ うにな っ て い た 。
これは例えば 『当世書

生 気質』 にお い て 、
「恋愛」 と結婚 が基本的に

別次元 の もの とされて い た こ とと比 較す る と、

大きな変化 で あっ た。

　学生 の 男女交際や恋愛に関 して は 、『中学世

界』
一誌 を とっ て も 、 賛成論 ・反対論取 り混ぜ

て 甲論乙 駁の 状況 とな っ て い た 。 そ うした中で

硬 派学生たちに強 く支持 され、後に硬派学生た

ち の 理 論的支柱 とな っ た の は 、 大町桂月や長谷

川天渓 らに よ っ て 繰 り返 し説か れ た 「恋愛排斥

論」と も言 うべ き論調 であ っ た 。 こ こ では 「男

は、力。女は、愛」 「日本 の武士 道に て は 、 恋

愛を 口 にす るな どは武士 の 恥辱な り 、 人 間の 恥

な り、男 の恥 な り」 な どと恋愛そ の もの が 「男

ら しくな い も の 」と され 、 排斥され るべ き対象

と見なされたの で ある。

1 ，．1！sseczg
　以 上 見 て きた よ うな 「学生風紀問題」の 浮上

や女学生 の 登場 の 結果 、 学生男色の イメ
ー

ジや

実態は、どう変化 したの だろ うか 。

　まず、「学生風 紀問題 」 報道 にお け る男色 の

扱われ方を受け、男色を 「二 人の 男子学生 の 関

係 G で は な く 「堕落学生 に よる
一方的 な非道行

為」と見なす認識が強固に成立 した 。 と同時に、

恋愛対 象 と して の 女学生の 登場を受け、男色を

「男女間の 行為の 代替物」 と して 「男女間が隔

て られて い た時代の 蛮行」と見なす認識 が新た

に付け加 え られた 。

　では 「一方的な行為」では なく 「二 人 の 関係 」

と して イ メ
ージ され る男色観 は存在 しな くな

っ た の か とい うと、そ うで はない 。だ が、こ こ

で の 男色観 もまた、か っ て 硬 派学生が理 想 と し

た学生男色イメ
ージか らは 、大幅に変質 して い

た 。 こ の 時期 に特徴的 な の は 、 学生男色が 「男

同士 の 恋」 「同性の 恋」 な どとも表現 され るよ

うにな り、学生男色が硬派 学生 の 占有物では な

くな っ て きた こ と で あ っ た 。 例えば俳人 の 富安

風 生や作家の 里見 弾 らは、自らを 「軟派」 「文

学少年」な どと規定 しなが らも、自身が 「男同

士 の 恋」を行 っ て い た こ とを 自伝や 自伝的小説

で描写 し て い る 。 従来の 研究で は 疑われ て こ な

か っ た 「男色 ＝硬派」 とい う単純な構図は、改

め られ なければならない 。

　で は硬派学生に よ る男同 士 の 親密 な関係 は、

何と表現 され た の か
。

「恋愛排斥論」 を繰 り返

し述 べ た、硬派学生 た ち の イ デオ ロ
ーグ ・大町

桂月は精神 的な深い 交流に っ い て 、異性間 よ り

も同性間の 交流 を高 く評価す る こ とで、学生時

代 の 異性 との 恋愛 を排斥 しよ うとす る論理 を

組み立 て た 。 だ が同時に 、
こ の 男性 間 の 関係性

は 「朋 友」 「親友」 とい っ た 言葉で 語 られ、あ

くま で 恋愛とは別 の 関係 ・感情である とされて

い る の で ある。こ うした 「男の 友情」賛美論は

こ の 後 も多 くの メデ ィ ア を通 じて繰 り返 し語

られ、また寮歌 などを通 じ て 男子学生た ち 自身

に も共有され るよ うに なっ て い く。そ して 場

の 友情」賛美論は同時に 、硬派た ち の 男同士 の

関係 を 「恋愛」 とは別 の 関係性 で ある、と規定

する機能 も果た して い っ た と考え られ る 。

6 ．まとめ

　硬派学生たちは、男子 学生同士 の 対等 な関係

と し て の 学生男色イ メ
ージを、

一
種 の 理 想像と

し て 共有 し て い た
。

だが 「学生風紀問題 」 の 報

道に よ り、学生男色は 「関係」 と して で はな く

「一方的な行為」と して認識 され るよ うにな っ

た 。 また、恋 愛対象と して の 女学生 の 登場 もあ

り、「恋愛」 が 男子 学生に とっ て 身近な概念 と

なっ た結果、男同士 の 親密な関係は 、 軟派学生

たちを中心 とす る 「男同士 の 恋」 と、硬派学生

た ち を中心 とす る 「男の 友情」の 二 つ の 異なる

パ タ
ー

ン で 認識 され るよ うにな っ た。だが 、こ

の うち前者は 、 あ くま で 異性 間の 恋 愛感情の 代

替物と位置づ け られ、また後者は 「恋愛」 とは

異なる もの として無害化 され て い っ た。
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